
大阪・関西万博 北欧パビリオン、スウェーデン一色に染まる特別な 1 日 

5/14(水)に「スウェーデン・ナショナルデー」を開催 
カール 16 世グスタフ国王陛下ご臨席のもと、ノーベル賞受賞者・山中伸弥教授を迎え、 

両国が共有するイノベーション・創造力・持続可能性の祭典を実施

北欧パビリオン

 

 

デンマーク、フィンランド、アイスランド、ノルウェー、スウェーデンの北欧 5 か国

による共同出展で注目を集める北欧パビリオンでは、2025 年 5 月 14 日（水）、スウ

ェーデンによるナショナルデー「スウェーデン・ナショナルデー」が盛大に開催され

ました。北欧 5 か国の共同出展における各国ナショナルデーの一環として行われたこ

の日は、55 年前の大阪万博にもご臨席されたカール 16 世グスタフ国王陛下をふたた

び会場にお迎えし、日本とスウェーデンの強い友好関係を象徴する特別な 1 日となり

ました。 

 

本イベントは、午前の「公式オープニングセレモニー」と午後の「スウェーデン・ビ

ジネス・サミット」を核とし、会場内でのポップアップイベントも含む、イノベーシ

ョンや両国間の友情・未来へのビジョンを祝う多彩なプログラムが展開されました。 

 

公式オープニングセレモニーとパフォーマンス 

午前中にナショナルデーホール「レイガーデン」で開催された公式オープニングセレ

モニーでは、カール 16 世グスタフ国王陛下をはじめ、スウェーデン政府代表団や経



済界関係者が出席されました。スウェーデン

と日本の長年にわたるパートナーシップを改

めて称えるとともに、両国が共有する価値観

――「持続可能性」「イノベーション」「創造

性」――を再確認する場となりました。 

カール 16 世グスタフ国王陛下は「本日、皆

様の前で日本とスウェーデンの強い絆についてお話しできることを、大変光栄に思い

ます。両国は 1868 年に外交関係を樹立し、2018 年には 150 年にわたる協力関係を

祝いました。個人的なお話ですが、スウェーデンの王室と日本の皇室は大変近しい関

係にあると思います。私は 1970 年の大阪万博を訪れ、1985 年につくば万博、

2005 年には皇太子妃が愛知万博を訪問しました。この素晴らしい国際博覧会を主催

してくださった日本に、お祝い申し上げます。将来を見据え、両国はパートナーシッ

プのさらなる深化、イノベーションの推進、そして持続可能な成長と相互の繁栄を目

指し、新たな機会を創出することに尽力してまいります。」と挨拶されました。 

 

日本政府代表として、2025 年日本国際博覧会政府代表 羽田浩二氏からも「両国は自

由、民主主義、人権、法の支配といった基本

的価値を共有するかけがえのないパートナー

です。良好な関係の基礎には皇室・王室間の

長年に渡る固い絆があります。カール 16 世

グスタフ国王陛下は 1970 年の大阪万博の訪

問をはじめ、何度も訪日され、日本への深い

ご理解とご関心を寄せてくださっています。 

スウェーデンの万博参加に改めて感謝の意を表するとともに、カール 16 世グスタフ

国王陛下のご訪日が実り多きものになることを心よりお祈りして、私のご挨拶とさせ

ていただきます。」との祝辞が述べられました。 

 

 

 

 

 



セレモニーの締めくくりには、スウェーデ

ンの人気アーティストであるマリン・クリ

スティン氏と、日本や韓国の大人気グルー

プの楽曲も多く手掛ける世界的プロデュー

サーのアルビン・ノルドクビスト氏による

特別ライブパフォーマンスが披露されまし

た。1 曲目にはスウェーデンの民謡「Uti vår 

hage」、続けて「Everlasting」 (楽曲提供ア

ーティスト：SixTONES) 、「Beyond the Horizon」 (楽曲提供アーティスト：

TWICE)、「norn」  (楽曲提供アーティスト Mrs. GREEN APPLE)が披露され、アコ

ースティックセットによる繊細で力強いステージは、日・スウェーデンの絆に華を添

える瞬間となりました。 

 

ナショナルデーパレード 

式典後には、会場内の「大屋根リング」にてナショナルデーパレードが行われ、スウ

ェーデンの伝統衣装を身にまとったパフォーマーを含む約 80 名のボランティア参加

者が、音楽の生演奏に合わせて北欧パビリオン周辺を練り歩きました。笑顔の万博来

場者の皆様に迎えられ、スウェーデンと日本の文化が触れ合う心温まるひとときが広

がりました。 

 

 

 

 

 

 

向かって左：マリン・クリスティン氏

向かって右：アルビン・ノルドクビスト氏 



大阪・関西万博会場の視察 

公式オープニングセレモニーの後は、カール 16 世グスタフ国王陛下は日本館や北欧

パビリオンをはじめとする大阪・関西万博の会場を見学されました。北欧パビリオン

では、スウェーデン王国出身のガイドを含むスタッフが温かく国王陛下を迎え、北欧

パビリオンの魅力をご紹介しました。 

 

スウェーデン・ビジネス・サミット：「Pioneer the Possible」 

午後には、「スウェーデン・ビジネス・サミット」が開催され、スウェーデンと日本

のビジネス界のリーダーたちが集結。テーマ「Pioneer the Possible」のもと、イノ

ベーション、持続可能性、戦略的連携についての講演が行われました。 

 

サミットでは、iPS 細胞の発見でノーベル

賞を受賞された山中伸弥教授が基調講演を

行い、未来を形づくる科学と倫理、国際連

携の重要性について力強いメッセージを発

信しました。 

 

 

続いて行われた「パイオニア・プライズ」授賞式では、スウェーデンの中小企業によ

る革新的な取り組みが紹介され、国際開発協力・対外貿易大臣のベンヤミン・ドゥー

サ氏より【GreenIron】に賞が手渡されました。鉄鋼産業は脱炭素化が非常に難しい

産業と言われていますが、GreenIron は鉄鋼業を脱炭素化する画期的な技術を生み出

しました。GreenIron の取り組みはこの賞の背景にあるパイオニア精神を体現してお

り、グリーンアイアンの受賞は、よりクリーンで革新的な未来への力強い一歩となる

ことでしょう。また、ノーベル賞受賞者の肖像画で知られるスウェーデンのイラスト

日本館のご見学 北欧パビリオンのご見学 



レーター、ニクラス・エルメヘード氏が、サミットが行われている様子をライブドロ

ーイングで表現し、創造力が社会的インパクトを生み出すストーリーテリングの力を

来場者に伝えました。 

 

大阪・関西会場内に広がったスウェーデンの体験 

ナショナルデー当日は終日、会場内の各所でスウェーデンの文化やテクノロジーに触

れられるポップアップイベントも実施されました。 

• キッズラウンジ（ポップアップステージ東外）では、スウェーデン発の教育

的ゲームアプリ「Toca Boca（トッカ・ボッカ）」の体験コーナーでは、多く

の子どもたちが想像力を広げながら遊びに夢中になりました。併設された展

示では、スウェーデンの児童文化や教育理念も紹介されました。 

 

 

 

 

 

• ミュージックステージ（ポップアップステージ西）で行われたスウェーデン

のテック企業「Teenage Engineering（ティーンエイジ エンジニアリン

グ）」による音楽制作体験では、来場者が実際に機材を操作し、独創的な音の

世界を楽しむ機会を提供しました。また、Swedish Institute（スウェディッ

シュ・インスティテュート）による「Swedish Music Moments」の展示も

好評を博しました。 

授賞式の様子 ニクラス・エルメヘード氏 



 

 

 

 

 

北欧パビリオンの前には、1970 年の大阪万博にご臨席された際のカール 16 世グス

タフ国王陛下（当時皇太子）のフォトパネルが展示され、来場者の注目を集めまし

た。この展示は、日本とスウェーデンの長きにわたる友情と交流の歴史を象徴するも

のであり、国王陛下が 55 年の時を経て再び大阪の万博の地を訪問されたという記念

すべき瞬間を祝うものになりました。 

また、1970 年および 2025 年の両大阪万博への参加は、継続的な国際協調姿勢の象

徴であり、両国が築いてきた信頼と共創の歴史の厚みを感じさせるものとなりまし

た。 

■カール 16 世グスタフ国王陛下のコメント： 

両国は 1868 年に外交関係を樹立し、2018 年には 150 年にわたる協力関係を祝いま

した。また 18 世紀には、スウェーデンの植物学者カール・ペテール・ツンベルクが

初めて日本の植物誌『日本植物誌（フロラ・ヤポニカ）』を発表しました。それ以

来、両国のパートナーシップは、ビジネス、科学、イノベーション、文化といった

様々な分野において発展を遂げてまいりました。 

私と皇太子妃ヴィクトリアは、日本でこれまで開催された国際博覧会で、良い思い出

をたくさん作りました。私は 1970 年の大阪万博を訪れ、1985 年につくば万博、

2005 年には皇太子妃が愛知万博を訪問しました。昨年 12 月には、スウェーデンの

首相が日本を訪問いたしました。この訪問では長期的な連携の道を切り開くべく、戦

略的パートナーシップを公表しました。貿易・投資、グリーン・トランジション、研

究やイノベーションといった分野に関するものです。また欧州連合（EU）の加盟国

の一員としてスウェーデンは、2018 年に署名された日・EU 戦略的パートナーシッ

プでは、継続して、さらに深く、よりダイナミックな発展を遂げています。これらは

長年の協力関係、共通の利益、そして共通の価値を基盤としています。日本は、アジ

アにおけるスウェーデンの第三位の貿易相手国であり、同地域における第二の輸出市

場であります。現在、1,500 社のスウェーデン企業が日本と取引をしており、そのう

ち 150 社は日本に拠点を構えております。また、近年、日本からスウェーデンへの

投資も増えており、特に、鉄鋼業、エネルギー、インフラ分野で増加しております。 



国際博覧会は、新しいコラボレーション、ビジネスと文化的な結びつきを実現する最

適なプラットフォームを提供しております。将来を見据え、両国はパートナーシップ

のさらなる深化、イノベーションの推進、そして持続可能な成長と相互の繁栄を目指

し、新たな機会を創出することに尽力してまいります。 

 

■2025 年日本国際博覧会政府代表 羽田浩二氏のコメント： 

日本とスウェーデンは 150 年以上にわたって深い友情と信頼に基づく関係を築いて 

まいりました。両国は多くの分野で協力を進めており、今後もその関係は一層深まっ

ていくと確信しています。民間、学術分野での交流や、両国の地方自治体間の交流も

活発に行われています。良好な関係の基礎には皇室・王室間の長年に渡る固い絆があ

ります。カール 16 世グスタフ国王陛下は 1970 年の大阪万博の訪問をはじめ、何度

も訪日され、日本への深いご理解とご関心を寄せてくださっています。特に 2018 年

には両国の外交関係樹立 150 周年を記念し、シルビア王妃陛下と訪日され、当時の

天皇皇后両陛下との親交を深められました。 

昨年 9 月に国王陛下がご即位 50 周年を迎えられ、この節目の機会に再びご訪問いた

だいたことは、両国の皇室・王室の親密な関係を改めて示す、象徴的な出来事であ

り、国民の間にも大きな感動を与えているものと存じます。 

スウェーデンは今回の博覧会では北欧諸国による共同出展の北欧館において、地球に

優しいエネルギーへの取り組み、人と自然、人と人とのつながりを軸に技術やアイデ

アを紹介されています。このような展示を通じ、スウェーデンの魅力が日本や世界に

より広く伝わることを期待しております。 

スウェーデンの皆様にも日本館を見ていただき、日本の魅力を改めて感じ取っていた

だければ幸いです。 

スウェーデンの万博参加に改めて感謝の意を表するとともに、カール 16 世グスタフ

国王陛下のご訪日が実り多きものになることを心よりお祈りして、私のご挨拶とさせ

ていただきます。 

 

■セシリア・エクホルム（北欧パビリオン・スウェーデン政府代表）のコメント： 

「大阪・関西万博にスウェーデンを温かく迎えていただいたような、非常に充実した

1 日となりました。カール 16 世グスタフ国王陛下がお越しになり、ナショナルデー

パレード、スウェーデン・ビジネス・サミット、東西のポップアップステージでの体



験プログラムなどに多くの来場者の皆様に足を運んでいただきました。スウェーデ

ン・ナショナルデーにお越しいただいた皆様に、心より御礼申し上げます。」 

 

未来へ向けた共創の一歩 

「スウェーデン・ナショナルデー」は、日本とスウェーデンの強固な絆を再確認する

とともに、ビジネスと文化を通じた未来志向の対話を促す貴重な 1 日となりました。

北欧パビリオンは今後も、5 カ国が連携し、より良い明日をともに描く発信の場とし

て、来場者の皆様に様々な体験を提供してまいります。 

 

 

北欧パビリオンのオフィシャル素材のダウンロードはこちらから。  

メディア | Nordic Circle

 

本イベントのオフィシャル素材のダウンロードはこちらから。 

https://app.box.com/s/n1706zd1wxc8u7fzzkxlrzxks1c6rhs5 

 

【北欧パビリオンについて】 

人口 2,700 万人、GDP1 兆 6,000 億米ドルを誇るヨーロッパ第 5 位、世界第 10 位

の経済規模を持つ北欧 5 カ国（デンマーク、フィンランド、アイスランド、ノルウェ

ー、スウェーデン）からなるタイプ A のパビリオンです。北欧 5 カ国パビリオンの

万博参加は、2025 年で 3 回目となります。2025 年の大阪・関西万博では「ノルデ

ィック・サークル～北欧と共に、より良い明日へ～」をコンセプトに、北欧 5 カ国が

より良い未来に向かって世界をリードするテクノロジー、イノベーション、サステイ

ナビリティの 3 つの分野での先進的な取り組みをご紹介します。 

【公式ウェブサイト】 

https://www.thenordics-expoosaka.com/ 
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